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第 5 章では、これらの均一な細孔構造を有する錯体をモデル化合物として、比表面積の評価法として有名な BET
? ?
法の検証および本錯体のような四角形の細孔を有する多孔体の比表面積の評価法として改良型 BET 法を提唱し、そ
の有効性を示した。
論文審査の結果の要旨
本研究は、吸着能力が非常に高いミクロ細孔性の金属の配位高分子錯体の開発を試み、フマル酸、テレフタル酸、
ピフェニルジカルボン酸などを配位子とする二次元ジカルボン酸銅(II)錯体、およびこれらの二次元層構造を基本と
し、トリエチレンジアミン、ビピリジンなどを層間の架橋配位子とする三次元銅(II)錯体の合成にはじめて成功した。
これらの新しいミクロ細孔性物質は、均一なミクロ細孔を有し、多孔度および吸着能が非常に高くて、優れた吸着材
であることを見出した。また、これらのミクロ細孔物質の吸着特性を解析するための新しい理論的取り扱い方法を確
立し、今回合成した物質に適用して成功を収めた。よって、博士(理学)の学位論文として十分価値あるものと認め
る。
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